
　　　　

2025 年 1 月 31 日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・誕生日活動
・長期休暇中の外出活動
・夏祭りやクリスマス会など季節ごとのイベント

家族支援

・保護者と話をする機会を持つため、見学に来ていただいたり、家庭訪問をした
りしながら連携を深めます。
・困っている事があれば相談にのり対応を一緒に考えていきます。

移行支援

・保護者の希望があれば、幼稚園、保育園、学校と連絡を取り合い連携を
図ります。

地域支援・地域連携

・地域の公共施設を利用し、地域資源を活用していきます。
・保護者の希望があれば、関係機関で連絡を取り合い連携を図ります。 職員の質の向上

・毎月の事業所会議を行っています。
・社内研修を計画的に行います。（年5回程度）
・外部研修に参加します。

支　援　内　容

・来所時、送迎時に子どもたちの様子を把握し共有します。
・睡眠リズムを整え、基本的生活習慣が身に付くように支援をしていきます。
・クッキングで簡単な料理やお菓子を作り、食生活や料理に関心が持てるようにしていきます。

・遊びや活動を通して、いろいろな身体の使い方を経験していく中で様々な感覚を刺激し、ボディイメージや空間認識知能力を養っていきます。
・取り組みやすい運動活動を取り入れ、身体を動かすことで身体機能が高まるように支援していきます。

本
人
支
援

・子どもの理解に合わせた個別学習を準備し取り組みます。
・個別学習で出来ていること、頑張っていることを褒めて自信を持って取り組めるように支援していきます

・他児との関わりの中で、譲ったり待ったりする経験を通してコミュニケーションが円滑になるように支援していきます。
・子どもの気持ちに寄り添い、安心して過ごす中で自分の気持ちや考えを伝えられるように支援していきます。
・他児との関わりの中で、行動を振り返ることで相手の気持ちを考えて行動できるように支援していきます。

・他児との活動を見守り、楽しく過ごす中で相手との関わり方を学んでいけるように支援していきます。
・活動の中で、認められたり褒められたりする経験を通して、いろいろなことに自信を持って行動できるうように関わっていきます。
・自分で気持ちをコントロールし、状況に合った行動がとれるように支援していきます。

支援方針

①幼児に対しては、「自分は大切にされている」「愛されている」という経験を一杯してもらえるように、
②児童に対しては、「共感する力」「自制する力」を身に付けてもらえるように、
子どもの機微に添うて、保育者も共に育つ。

営業時間 送迎実施の有無
平日　　　　　　　　　　　10：15　～　17：15
土曜日、長期休み　　　　 　9：00  ～　16：00 送迎　あり

法人（事業所）理念 ・社会的な課題を事業化し、共生協働の社会実現の一翼を担う。

事業所名 児童発達支援　放課後等デイサービス　知恵のわパール 作成日支援プログラム


